
雪
と
岩
の
殿
堂
、

剣
岳
入
門
の
Ⅵ
峰
Ｃ
フ
ェ
ー
ス
か
ら

八
ツ
峰
の
岩
稜
を
縦
走
し
て
み
よ
う

H

［劇
岳
Ⅵ
峰
Ｃ
フ
ェ
ー
ス
剣
稜
会
ル
ー
ト
～
八
ツ
峰
上
半
縦
走
～
本
峰
］
謎
鑑
すかヽう日盪

日
本
〓
大
岩
場
は
、

谷
川
岳

一
ノ
倉
沢
、

剣

岳
、

穂
高
岳
の
３
つ
だ
が
、

剣
は

一
ノ
倉
、

穂

高
と
は
ま
た
違

っ
た
響
き
が
あ
る
よ
う
に
思

う
。

近
代
登
山
の
黎
明
期
、

蝕
岳
は
１
９
０
７

年
に
陸
地
測
量
部
に
よ
る
登
頂
が
最
も
古
い
記

録
だ
が
、

険
し
い
山
容
か
ら
槍
ケ
岳
や
穂
高
よ

り
も
だ
い
ぶ
後
の
こ
と
に
な

っ
た
。

登
路
は
長

次
郎
谷
で
、

案
内
人
字
治
長
次
郎
の
名
が
冠
さ

れ
た
。
こ
の
時
、

頂
上
北
方
の
岩
窟
に
槍
の
穂

と
錫
杖
の
頭
が
発
見
さ
れ
、

す
で
に
登
頂
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、

誰
が
い
つ
最
初

に
登

つ
た
の
か
は
全
く
不
明
の
ま
ま
だ
。

時
代
が
変
わ
り
現

在
、　

一
ノ
倉
や
穂
高

に
お
い
て
時
代
の
先

鋭
達
の
視
線
は
、

高

難
度
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
や
ア
メ
リ
カ

ン
エ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

そ
の
も
の
に
と
が
れ

て
い
る
。

一
方
、

朝

は
秘
境
黒
部
を
足
元

に
、

剣
沢
大
滝
、

後

立
山
か
ら
の
黒
部
横

断
、

北
方
稜
線
縦
走

な
ど
、

査

っ
て
帰
る

た
め
に
全
精
力
を
か

け
て
当
る
ス
ヶ
ｌ
ル
の
大
き
な
登
山
の
舞
台
と

し
て
岳
人
の
憧
憬
を
集
め
て
い
る
。

奥
深
い
大

き
な
山
と
い
う
印
象
は
現
代
で
も
変
わ
っ
て
い

な
い
。

冬
剣
や
黒
部
の
奥
深
い
沢
は
真
剣
勝
負

の
世
界
だ
が
、

夏
の
剣
入
門
ル
ー
ト
は
比
較
的

気
軽
に
登
れ
、

敦
居
は
そ
ん
な
に
高
く
な
い
。

本劇却
〕

／ヽ
抑

ヨ
ヨ

争

ヽ
源

の

ん

平

ろ

山

ち

別

も

沢

は

制

峰
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